
　本年度も団体企業会員を中心に除伐などの森林整備
作業と森林観察を行います。
　活動から15年を迎える今年度は、樹木の生育調査も
実施する予定です。調査活動のボランティアを募集して
います!詳しくは、事務局までご連絡ください。

③ウッドパーク平尾活動
　豊川市平尾町地
内の私有林で、里地
林の再生活動を行っ
ています。
　原則毎月第3土曜
日（4ページ参照）を
定期活動日とし、草
刈りやビオトープ整備、生物調査などを行います。
　整備した里地空間を利用したリクリエーションのイベ
ントも開催予定です。

①森林環境教育支援
　森林の多面的機
能や林業、木材の話
等を学校へ出向いて
説明する「訪問授
業」を、東三河地域の
小学4年生から高校
生までを対象に10校
程度、関係団体と連携して行います。詳しくは、事務局ま
でお問い合わせください。

　NPO法人化から25年を経過することができました。ひとえに当会の
活動に関わってくださいました皆様のご理解とご支援の賜物と、改めて
感謝申し上げます。
　今年に入って東三河地域は久しぶりの渇水に見舞われています。水
源となる東三河地域の森林保全の重要性を見直すべく、活動を幅広く
展開していくべきところですが、物価高と人手不足といわれる昨今、当会
の活動も厳しい運営状況が続いています。やるべきことは本誌の令和7
年度の事業概要の紹介するとおり数多くありますが、すべての事業を充
実して行えていないのが現状です。皆様の活動へのさらなるご参加をお
待ちしております。

（もりみの）

令和7年度の事業概要を紹介します！
　令和7年6月17日（火）、emCAMPUS STUDIOセミ
ナールームB･C（豊橋市駅前大通2丁目）で第25回定時
総会を開催しました。令和6年度事業報告および収支決
算報告、令和7年度事業計画および収支予算案などすべ
ての議案が承認されました。
　本号では令和7年度の事業について紹介します。

①穂の国みんなの森活動
　(自然林再生プロジェクト①）
　設楽町西部の段戸国有林内の
段戸裏谷原生林（きららの森）に
接する人工林伐採跡地で、平成
13年度から自然林（落葉広葉樹
林）の再生に取り組んでいます。
　本年度は、樹木の生育調査を中
心に活動を行います。
　また、森林整備体験や森林観察
を行う教育機関も積極的に受け入れる予定です。

②穂の国石巻の森活動
　(自然林再生プロジェクト②）
　豊橋市東部の豊橋
国有林内にある風倒
木災害跡地で、平成
23年度から自然林
（常緑広葉樹林）の
再生に取り組んでい
ます。

森林整備活動

環境教育活動
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　会の新しい活動指針となり、東三河地域の持続可能な
森林の在り方を示す、新たな森づくりプラン「穂の国森づ
くりプラン2027」の策定のため、幹事会と事務局で取り
まとめのための準備を昨年度に引き続き進めます。
　本年度は、外部有識者を中心とした委員会を立ち上げ
ます。
　「穂の国森づくりプラン2027」は、令和９年度（創立
30周年）に完成予定です。

①穂の国シュタムティッシュ
　毎月第1金曜日に、会員
内外の人々が集まって親睦
を深めています。森林や木
材のことだけにとどまらず、
東三河地域を盛り上げるた
めの様々な話題で毎回楽し
く談笑しています。
　詳しくは本誌4ページを
参照ください。

②定例交流会
　会員間や他団体との交流･情報交換と会の活動報告
も兼ねた交流会を第25回定時総会後にemCＡＭＰＵＳ F
ＯＯＤ（豊橋市駅前大通2丁目）で開催しました。来年度
も開催しますので、ご期待ください。

①機関紙「フォレスト」の発行
　会の活動の情報発信を行う機関誌「フォレスト」
Vol.121～Vol.123の編集と発行を行います。
　森林に関する世界的な情報から奥三河地域の最新情
報まで幅広くお届けします。
　また、多くの方々にフォレストを読んでいただくために
常設場所を探しています。皆様のご協力をお願いいたし
ます。
②ウェブサイト･SNSによる情報発信
　ウェブサイトやフェイスブック等のSNSを活用し、最新
の活動の状況やイベント情報を発信します。

②木育推進事業
　豊橋木材商工協同組合
と㈱クライム（オートバック
ス）、東三河ふるさと公園他
と協働で、東三河地域内で
開催されるイベントにブー
ス出展し、幼児でも簡単に
作成することができる木工
教室を開催します。
　木工教室の開催につい
ては、随時ホームページで
紹介します。

①企業・団体の森づくりサポート
　SDGsや社会貢献活動
に取り組む企業･団体の森
づくり活動や森林活用に対
し、作業指導やイベント企
画、講演、研修を幅広くサ
ポートします。
　ご検討中の企業･団体さ
んは、ウェブサイトの「問い
合わせフォーム」などから
事務局までお気軽にご連絡
ください。
　詳しくは本誌4ページを
参照ください。

②寄付型自動販売機による社会啓発活動
　東三河地域の各所に会
の活動がラッピングされた
自動販売機「森づくりベン
ダー」を設置し、水源林保全
の大切さの啓発を行ってい
ます。
　この自動販売機の売り上
げの一部は会に寄付され、
自然林の再生活動や環境
教育活動などの資金になり
ます。設置にご協力いただ
ければ、社会貢献活動の初
めの一歩にもつながります。

森づくりサポート事業

森づくりプラン2027検討事業

会員交流事業

フォレスト編集局

穂の国森づくりの会
公式ウェブサイト

▼https://www.honokuni.org/
詳しくは、当会公式
ウェブサイトをご覧ください。
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　「国の天然記念物 カキツバタ群落と竹島を巡る自然
観察会」として実施したが、2か所の異なる自然であるた
めに分けてまとめた。
　国指定天然記念物の小堤西池のカキツバタ群落は刈
谷市北部の井ヶ谷町にある。花のシーズンには1kmほど
離れた洲原公園の駐車場が使われ、池まで歩いて行くこ
とになる。その道は丘陵地と田の境にあり、往く時には
池が置かれた環境を知ることができる。右の丘陵地側
は、いわゆる里山で、コナラ群落や竹林になっている。こ
れは小堤西池の東側にある丘陵地に続いており、同類の
植生である。左側には田が広がっており、小堤西池はこ
れらの田に水をひくために使われた。道のすぐ際には水
が湧き出ている場所も見られ、小堤西池の水が丘陵地か
ら湧き出る水で涵養されていることが実感できる。

　このプロムナードを抜けると景色が広がり、小堤西池を
目にすることができる。この池にカキツバタ群落が自生し
ている。知立の無量寿寺は庭園に栽培されているもの
で、在原業平と縁があり、この歌によってカキツバタが
「愛知県の花」に指定されたと考えられる。それに対し
て、小堤西池のカキツバタ群落は自然のものである。こ
こは、京都・大田の沢、鳥取・岩美町の唐川と共に日本三
大カキツバタ群落と言われ、昭和13年に天然記念物に
指定された。その石碑と解説板は池の北西角に建ってい

る。カキツバタはアヤ
メ科の植物で、池の
中に広く生えている
が、池中の水たまりの
縁に特に密度が高く
なっている。すくっと
立った紺紫色の花弁
を持つ花は高貴な感

じを抱かせてくれる。アヤメとは「いずれがアヤメかカキ
ツバタ」のように、その美しさを対比されることがある。
　池には広くヨシやアンペライが生え、カキツバタはそれ
らと競争になっている。それぞれの群落の様子を見るた
めに池中には6か所の調査地が設置してある。この観察
では、カキツバタは衰退するが、ヨシとアンペライの間で
は際どい競争になっている。このため定期的にヨシやア
ンペライを人為的に除去している。参加者は地元の人、
刈谷市の自治会の人、企業の人等で構成された「カキツ
バタを守る会」で、杉浦正巳先生が始められた、かなり歴
史ある植生管理である。花のシーズンに池の中に枯れた
ヨシの群落がみられたら、そこが調査地である。他に、調
査地点として、池の縁に3本のベルトが設置してある。岸
辺はヌマガヤ群落が見られ、池の中とは違った植生に
なっている。ここには湿地植物ミズゴケ、ヌマガヤ、サギソ
ウ、ミミカキグサなどが生えている。この植生は池の環
境、特に水の量の変化によって変わっている。
　この小堤西池の調査活動に長く従事していたため、池
の中の様子はよくわかる。調査結果、及び植生管理の歴
史を2018年に『小堤西池のカキツバタ群落、カキツバタ
群落を守った人たち』としてまとめた。参考にして下さ
い。

国の天然記念物 カキツバタ群落と
竹島を巡る自然観察会（1） 2016.5.15

穂の国自然観察 ｢刈谷市小堤西池｣

中西　正

その30
三河生物同好会と穂の国森づくりの会が共催して
開催してきた自然観察会の様子を紹介します

▲カキツバタ開花期の小堤西池と背後の丘陵地

▲カキツバタ

▲池中の調査地（ヨシ群落がみられる場所）
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令和7年
令和8年
時 間
場 所
対 　 象
事前申込
会 費

10月3日、11月7日、12月5日
1月10日（第2土曜日）、2月7日
午後6時半から午後8時半
「ビアホール独逸」豊橋市大橋通3-144
どなたでも
当日12時までに事務局にご連絡ください
実費（4,000円程度）

：
：
：
：
：
：
：

定期開催しています！

「穂の国シュタムティッシュ」
●毎月第1金曜日（変更の場合もあります）

令和7年

集 　 合

終 　 了
対 　 象
作業内容

持 ち 物
そ の 他

10月18日、11月22日（第４土曜日）
12月20日
午前10時にウッドパーク平尾
※初参加の方は、事務局へご連絡ください。
　詳しい場所などをお知らせ致します。
午前11時半頃（その後は自由解散です）
個人会員（家族でご参加歓迎）、団体企業会員
草刈り、ビオトープ整備、生物観察、
健康づくり講座、ピザ焼き体験など
長靴、軍手、飲料、タオルなど
雨天中止の場合は、前日の11時の天気予報
で決定しご連絡します。ご参加の方は事前
に事務局にご連絡ください。

：

：

：
：
：

：
：

定期活動やってます！

「ウッドパーク平尾」
●毎月第3土曜日（変更の場合もあります）

【お願い】
「ウッドパーク平尾」の場所は、一般公開していません。
Web上のマップへの登録は、お控えください。

【参加について】
　森づくり、アウトドア活動、スポーツなど、自然が好き
な方々であれば誰でも参加可能です。自分の活動の告
知や仲間集め、こんな企画をやってみたいとか、単にお
酒が飲みたいだけでもご参加ＯＫ。特に議題は決める
ことなく、お酒を酌み交わしながら今後の活動のヒント
がお互いに得られればという、ゆるい会です。

企業の森づくり
応援します！
業 森 く

応 し す

簡単な質問でも結構です。
事務局までお気軽にお問い合わせください。

●森林整備の作業指導
●作業道具の貸し出し
●森林での環境学習会の開催
●東三河産材を使ったイベントの企画
●森林を活用した社員研修など

森づくり活動に取り組む
企業・団体を積極的に応援しています。

　この自動販売機の料金の一部が穂の国森づくりの会に
寄付され、この貴重な寄付金をもとに自然林再生事業や森
林環境教育事業を行っています。　
　しかし、安定した資金が確保しきれず、教育機関からの
ニーズに十分応えられないのが現状です。社会貢献活動の
一環にもなります。ぜひ、設置のご協力
をお願い致します。

寄付型自動販売機

「森づくりベンダー」の
設置にご協力をお願い致します！

詳しくはウェブサイト、事務局
までお問い合わせください。

詳細PDFは
こちら

イベント
インフォメーション

会員の方はもちろん、会員のご家族やご友人等どなたでも申し込み可能です。
参加ご希望の方は、申し込み方法等をご確認の上、穂の国森づくりの会事務局までご連絡下さい。
E-mail honokuni@honokuni.org FAX0532-55-5276 TEL0532-55-5272
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私たちと一緒に森へいきませんか？
穂の国森づくりの会会員大募集！!
https://www.honokuni.org/

会の趣旨にご賛同いただき、年会費1口以上ご負担いただきますと、どなた
でも会員になることができます。
会費：個人会員1口・3,000 円／団体企業会員：1口・13,000 円
入会に関するお問合せは、穂の国森づくりの会事務局まで
Tel. 0532-55-5272   E-mail／honokuni＠honokuni.org


